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入試における物理選択・非選択が大学1年次の物理
学の成績に及ぼす影響







Result of the physics education to new







Results of the physics education to new students selecting biology
or physics on an entrance examination






































物理非選択 30 27 22
第3の科 目 8 9 15
物理選択 62 62 57































r の値 相 関の程度
-γー = 0.00 相 関がない
0.00 < γー ≦ 0.20 ほ とん ど相 関がない
0.20 < γ- ≦ 0.40 低 い相 関があ る
0.40 < γ- ≦ 0.70 (かな り)相 関がある
0.70 < r < 1.00 高い相 関がある



























平 成 23 年 平 成 22 年 平 成 21年
前 期 講 義 0.54 0.06 0.45
後 期 講 義 0.26 【0.08 0.33
実 習 (後 期 ) 【0.07 -0.6 0.10
前 期 講 義 × 後 期 講 義 0.48 0.39 0.47


























































































































内 容 の 理 解 実 験 の 実 施 考 察 成 績
A .統 計 法 則 0.16 0.18 -0.0 0ー.12
B.電 気 回 路 (Ⅱ ) 0.33 0.24 0.17 0ー.08
C.音 の 周 波 数 解 析 0.0 【0.08 0.07 0.07
D.レン ズ の 焦 点 距 離 0.37 0.24 0.33 0.06
反映していると考えられる。なお、考察の難易においてほとんど相関が見られないの
は、物理選択・非選択にかかわらず、難しい(困難)とする人が多いためである。
C.音の周波数解析の実験では、全般にわたって物理選択・非選択との相関がほとんどみら
れない。これは、楽器の音や人の声を採った後高速フーリエ変換して、基本振動や、そ
の倍振動の強度分布を調べるもので、身近な現象を扱っていて比較的簡単なためと考え
られる。
D.レンズの焦点距離の実験では、成績の点ではほとんど相関が見られないが、実験の難易
に関しては低い正の相関が認められる。この実験では、レンズの公式を使用し、凸レン
ズのみではなく凹レンズも含めた作図が課されるので、身近な現象を扱っているにもか
かわらず物理の履修歴を反映していると考えられる。
これまでは相関係数を用いて物理選択・非選択の違いの影響を見てきたが、内容の理解
に関するアンケートの結果を以下の図に示す。図5に示す電気回路(Ⅱ)の実験では、物理選
択者は普通(目的や内容が普通に理解できる)と答える人が多い。しかし、物理非選択者は困
難(目的や内容が分かり難い)と答える人が多く、物理の履修歴が反映されていると考えられ
る。図6に示す音の周波数解析の実験では、物理選択者も、非選択者も、普通と答える人
や、容易(目的や内容が良く分かる)と答える人が多い。物理選択・非選択にかかわらず理解
されやすいので、ほとんど相関が見られないことがわかる。
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実験``電気回路(n)"の内容の理解
????????
図　5　実験``電気回路(n)-　の内容の理解に対する物理選択・非選択の影響
実験"音の周波数解析''の内容の理解
図　6　実験``音の周波数解析''の内容の理解に対する物理選択・非選択の影響
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<まとめ>
平成21年から平成23年の3年間について、入試における物理選択・非選択が大学1年
次の物理学の成績に及ぼす影響を調べた。
大学1年前期における物理学講義の成績は、平成21年と平成23年では、大学入試の物
理選択・非選択の影響が見られた。この影響は、後期では弱くなるもののやはり見られた。
平成22年では、物理選択・非選択の影響がほとんど見られなかった。これは主として物理
選択者の成績が良くなかったことによる。このようなことが起こる背景を知るには長期に
わたる多面的な調査研究が必要である。
1年後期開講の物理学実習では、物理選択・非選択の影響が成績にはほとんど見られない。
前期講義と後期講義の成績の間、また、後期講義と後期に開講される実習の成績の間には、
いずれも、低い場合も含めて正の相関がある。
物理非選択者の物理学講義の成績は、平成22年の後期では良いが、 3年を通して見ると
あまり良くない。また、物理学実習の成績では物理選択者とほとんど変わらないが、実験
課題によっては、内容の理解、実験の実施、および考察を行う上で困難があるとする人が
物理選択者より多い。このため、物理学講義、物理学実習のいずれにおいても、学習の支
援が必要である。
本研究では入試における物理選択・非選択が1年次の成績に及ぼす影響について調べて
きたが、実習では物理選択・非選択にかかわらず難しい(困難)と答える人が少なからずいる。
実習の目的は、レポート作成の訓練は別にして、自然科学において理論と実験が車の両輪
であるという意味での法則の実験的理解と、医学生に科学実験の基礎的スキルを身に着け
させることである。単位換算を含む計算や、グラフを書いた経験の少ない学生に、それを
行いながら物理現象や法則を理解させることはなかなか困難であるが、この点を前進させ
ることが今後の課題である。
また、本研究を通じて、成績や実習における難易度と物理選択・非選択との相関性を調
べることにより、全体的傾向や、物理非選択者の困難な点を把握できることが示された。
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